
 

令和５年度第１回羽島市社会人権教育推進協議会 会議要旨 

日  時 令和５年７月４日(火) 午後１時３０分～午後２時３０分 

場  所 羽島市役所３０１会議室 

出 席 者 (委員)出席者 ８名（欠席者 ３名） 

花村 重男 委員(学識経験者) 

番  敏郎 委員(自治委員会） 

水谷 政明 委員(民生委員・児童委員協議会) 

水谷 千枝 委員(スポーツ推進委員会) 

丸山 靖生 委員(小中学校長会) 

鈴木 登司雄 委員(老人クラブ連合会) 

田中 美穂 委員(市民総合相談室長) 

浅野 喜代子 委員(保護司会) 

(事務局) 

伊藤佳津子 市民協働部長 岩田 睦巳 生涯学習課長 

大橋 寛子 同課主幹   吉田 智紀 同課係長 

後藤 哲雄 同課主事 

内 容 １ 開会 

・資料確認 

・会議開催成立の報告 

・会議公開及び傍聴の有無の報告 

 

２ 会長あいさつ 

 

３ 議事 

⑴ 人権作文コンクールについて 

 事務局より資料１に基づき説明 

 

⑵ 人権を考える会について 

 事務局より説明 

 

⑶ 議事 

 事務局より、資料２に基づき、第２次羽島市人権施策推進指

針の概要を説明。資料３に基づき指針に基づく各分野別の取り

組みを説明。 

 

【意見等】 

（委員） 



 

・資料 3「高齢者の人権」の「No.9 生きがいづくりの推進」と

あるが、老人福祉センターについて、公共施設検討委員会か

らの答申にもある通り、廃止の方向となっている。代替施設

として、市役所 2 階の市民活用スペースを提案していただい

ており、冷暖房が完備のため快適である。一方で踊りや体操

など体を大きく動かす活動には不向きである。ニーズに合わ

せて活動場所が選択できるようにしていただきたい。 

 

（委員） 

・「障がい者の人権」の「No.6 障がい者雇用の促進」について、

以前、羽島特別支援学校の先生から、生徒の就労が難しく、

市と一緒に取り組みたいという話があった。今後は特別支援

学校との連携が必要であると思われる。 

 

（事務局） 

・先日、生涯学習課において、羽島特別支援学校の生徒をイン

ターンシップとして受け入れた。今後、就職に結びつけるこ

とができるよう、関係各課に伝達するとともに取り組み内容

への記載も検討する。 

 

（委員） 

・高齢者の人権に関わり、先日とある講演会で、富山県の老人

クラブの話を聞いた。高齢者の人口は増加している一方で会

員数は減少しているとのことであった。羽島市内においても

地域の見守りや交通整理等で活躍されている人もいるため、

老人クラブの活動の幅が広がると良い。 

 

（委員） 

・「障がい者の人権」の「No.12 障がい者の社会参加促進」に

ついて、羽島特別支援学校等でのボッチャ大会開催にあたり、

様々な人に参加していただいている。今後もこうした活動を

継続していけると良い。 

 

（委員） 

・本日、足近小の 5 年生が一人暮らしの高齢者を対象に、交流

活動を行っている。コロナ禍でそうした活動が止まっており、

復活させるのが難しい中で実現した。コロナ禍で人と関わっ

たり、あいさつを交わしたりする経験が乏しいまま、進級し



 

た学年もあるため、人権教育としてそうした基本的なところ

から進めていかなければいけない。 

 

（委員） 

・夏休みに小中学生を対象に、「社会を明るくする運動」作文

コンテストを開催している。犯罪や非行のない明るい社会に

ついて、自分の考えを深めてほしいと願いながら、一人でも

多くの参加を期待している。 

 

（委員） 

・啓発が人権問題理解の上で重要である。以前、人権の研修で

講師の方が、『コロナ禍が始まったころは、情報がなく、み

んなが不安になり、様々なことに上手く対応できなかった。

情報が浸透すると落ち着いて対応できるようになった。』と

言っていた。人権問題も同様で、わからないものは怖いため、

偏見や差別が生まれる。積極的に啓発し、理解のある土壌づ

くりが大切であるため、指針に沿って取り組むことで市民の

理解が広がると良い。 

 

（委員） 

・「高齢者の人権」の「No.7 地域における見守り体制等の充実」

に関わり、一人暮らしの高齢者について、地域との関わりを

断っている方もおり、区長等が把握するのが難しい。一個人

としての人権も尊重されるべきであるが、自治会としての関

わり方を市から助言していただけるとありがたい。 

 

（委員） 

・先ほどの老人クラブに対する意見に関して、現在は、70 歳頃

まで働いている人が多く、周囲と関わりを持とうとした頃に

は、足腰が弱くなり、共に活動できない人もいる。あまり外

部と関わりを持ちたくない人、役員の選任等で敬遠する人も

いる。 

 

４ その他 

 

５ 閉会 

以上 


